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1 開会あいさつ� (6分軽度)� 

2 出摩議員の紹介は分 程 度 ) �  

3 議会報告{費挺応答を含む〉

任〉出現火ふるさと舘整備について� (2 0分粧度)

三雲市職員給与部滅について� ( 8分程度)

金決算の認定について� ( 7分穂慶〉

④そのf生命議会の取組み� (1 5分程変)

ア 総合交通体系誤査特別委員会 


イ 議員政治愉理条鰐の制定 


ウ 中小企業振興基本条備検討協雄会 
  

4 意見・提言� (55分程度〉� 

5 閉会~いさつ( 5分離度)
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千
円
と
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判
長
庭
関
甑
臨
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潤
彩
高
揚
防
府
に
詣
気
自

24 9 (1平成 年 )3議会一土地購入費を寄決 呂田) 

執行部と議会との協議会設撃の決議を可決

3月議会一土地購入費を否決作間目)  
ヲ議金一土地髪定評価料を認める6)
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市執行部の考える今後のスケジュール
平成 年度一建設工事着工27平成 年度一基本設計、実施設計26
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潔
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す
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国
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問
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凶
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築
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平成25年 6月議会

段
の
焦
点
を
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照
下
さ
い
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削
減
案
は
否
決
。
賛
否
の
討
論
を
紹
介
し
ま
す
。

圃
削
減
仁
賛
成

和
田
敏
明
(
和
の
会
)
国
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
確

保
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
削
減
。
職
員
は
公
僕
と
は

い
え
、
豆
な
る
給
与
削
減
は
生
活
設
計
に
影
響
し
、
苦
し
い
決

圃
市
職
員
給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例
断
だ
。
国
凶
捌
矧
到
倒
捌
削
淵
似
対
釧
司
割
引

1
耐
闘
明
川
目

国
の
給
与
減
額
に
準
じ
て
本
市
職
員
の
給
与
.
到
倒
引
制
樹
開
討
利
引
。
豪
雨
災
害
で
は
全
国
か
ら
悶
ま
さ
れ

を
平
成
お
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
部
年
3
月
引
た
。
職
員
給
与
を
削
減
さ
れ
財
源
確
保
す
る
英
断
に
賛
成
す
る
。

日
ま
で
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淵
割
引
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は
否
決
し
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た
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津
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一
(
和
の
会
)
①
景
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を
良
く
し
て
賓
室
の
上
昇
、

」
消
費
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拡
大
で
デ
フ
レ
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消
す
る
と
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ベ
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に

一
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す
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は
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党
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権
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し
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落
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給
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よ
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ま
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削
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削
減
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給
与
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し
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防
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1
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源
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付
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を
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い
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給
与
を
下
げ
さ
せ
る
の
は
地
|
矧
副
剥
倒
樹
剖
割
削
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割
別
割
問
調
。
地
方
公
務
員
給
与
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自
治
体
で
決
め
る
も
の
。

同
曜
実
の
影
響
も
あ
る
。
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割
盟
副
綱
相
割
判

aaduで、 

8
月
臨
時
議
会
が
8
月
9
日
に
開
催
さ

れ
、
議
案
3
件
、
意
認 
1
件
を
審
議
し
ま
し

た
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そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
市
職
員
給
与
の
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額
に
関
す
る
条
例

6
月
定
例
議
会
で
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市
臨
員
給
与
を
減
額

す
る
条
例
は
賛
成
9
、
反
対
日
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
削
減
額
詔
唱
矧
同
訓
剖
，
間
百
再

掲
圃
刑
さ
れ
た
も
の
で
す
。

削
減
倒
鮒
額
創
出
創
出
掛
引
出
域
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済
べ
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引
日
耐
擢
当
期
雪
山
叫

6
月
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会
で
は
反
対
し
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閣
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た
議
員
の
う
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黄
成

川
、
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対
9
、
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1
で
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さ
れ
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し
た
。
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与
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月
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ら
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3
月

ま
で
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4
叶
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河
減
額
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れ
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す
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ま
た
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関
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一
障
会
計
補
正
予
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に
可
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さ
れ
ま
し
た
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否
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点
制
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殺
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作
ゆ
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。
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泥
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平成25年号完議会

24平成 年度防府市一般会計決算の議要� 
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量
翼
ぺ
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謡
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援
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の
確
保
、
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党
発
達

U
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松
村
学
{
現
政
金
)
輪
銅

年
よ
り
お
年
間
守
、
大
規
模
な

S

U

が
、
灘
惑
も
市
も
偲
の
対
惑
も
し
て
い
な
い
。吋

�
 

@
そ
の
た
め
、
撰
語
別
掲
醤
割
引
額
麟
ロ

化
、
公
共
麗
設
の
耐
震
北
璃
盤
、
掌
授
の

E
D

耐
挺
誌
も
篇
々
と
進
ん
で
い
る
。

本
将
一
彦
(
日
本
件
付
麓
兜
)
行
政
服
製
の
お

言
語
関
明
司
�
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z

巧
繕
湖
、
!
業
務
。
の
，
毘
橋
一
隅
武
器

語
語
"

争
率

ま
�
 

l

J

f

苦

相円内� 

1
4
h
し
公
共
工
事
僚
懇
議
負

対
罰
討
『
職
践
の
問
、
誠
忌
進
み
、
偽
同
盟
は
建

大
し
、
南
関
咳
日
目
ス
込
支
障
:
を
き
だ

υ甘いいっ� 

約
訟
で
は
、
工
事
現
議
の
形
状
、
自
然
的
な
脇

工
条
件
等
で
実
際
と
差
が
嘉
っ
た
協
舎
に
は
変

更
も
や
む
を
得
な
い
と
し
て
い
る
。
昨
年
お
持

の
議
会
蔵
灘
建
設
委
員
会
の
調
議
報
告
書
で
も

や
お
を
得
な
い
と
し
て
お
り
、
震
認
し
ま
す
。

結
万
、
非
正
規
職
員
が
増
大
し
、
「
官
製
つ
ー

キ
ン
ヴ
ブ
ア
」
を
ま
匙
鐙
因
に
も
立
っ
せ
い
る
。

ae留
民
鵠
緩
保
瞬
料
出
所
得
の
叩
%
を
超
え
、

市
民
の
員
担
は
樹
え
難
い
。
決
欝
で
は
、
国
が

一
部
す
翠
撃
を
謡
え
る
余
揺
が
あ
ち
、
�
 保
臨
戦
の

g
e

卦
者
育
げ
吋
誤
材
明
ぺ
語
。
さ
ら
に
、
が
護
儒

離
料
倒
鍾
丘
庁
、
畿
勢
閥
ー
齢
者
医
顕
の
箆
館
構

ぷ
弄
が
さ
れ
、
聖
一
起
割
質
強
志
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強

ω
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点
で
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で
き
な
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田
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龍
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甑
鍔
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康
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病
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般
会
計
守
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の
綾
入
を
題
や
し
て
保
設
料
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瞳
決
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不
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の
鞘
湖
割
観
到
ぺ
語
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機
縄
様
制
吋
判
的
約

官
ぺ
刈
プ
苔
れ
、
世
間
関
巳
属
部
一
割
以
判
る
も
の
、

機
樹
高
豊
富
出
語
版
側
、
妓
将
軍
が
ヨ
ぷ
閉
口
ね

調
誌
、
平
成

d

溺
鶏
が

3
謹
起
こ
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
以
下

に
よ
り
不
惑
認
と
す
る
。
色
識
調
刻
現
舗
割
誤

宵
副
担
割
引
調
理
弔
問
山
己
似
剰
識
が
州
側
担

割
視
は
�
 

て
い
る
ほ
か
多
く
の
間
惑
が
あ
り
認
め
ら
れ
な

林
道
地
話
線
は
、
住
民
訴
訟
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
環
状
で
詰
将
断
が
つ
庁
立
い
。

久
保
溜
帥
(
患
所
属
の
設
〉
林
道
地
舌
態
改

農
工
事
は
、
工
事
契
約
を
変
重
し
、
当
初
よ
り

も
小
宮
い
内
容
で
の
工
欝
完

3
に
も
か
か
わ
ら

'tνず
、
契
部
変
世
史
的
と
同
額
の
託
金
が
受
払
わ
れ
、

蛇
め
盤
が
工
事
中
に
発
売
さ
れ
た
時

点
セ
ボ
ー
リ
ン
グ
翻
意
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

議

尤
�
 

q、
品
フ
後
も
本
格
調
査
、
抑
制
工
等
で
予
聾
が
‘

制
伺
額
以
謝
野

3

議
が
:
強
引
�
 

bλ

出 416議4965万7031丹� 

歳入歳出 号|額 15信6633万� 449円

U
t
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④ 

ア
EU

a
Z

U

十'』� 

3
月
議
会
で
、
総
合
交
議
捧
系
調
査
特
別
饗
罷
会
(
定
数
円

り
適
1
封
捌
到
謝
溺
窃
積
掛
川
川
田
劇 輯

輯
蝿
遍
副
議
揺
儒

1
湖
判
到

公
費
高
崎
需
諸
問
題
旧
日
右
翼
翼
u
d
u

木
村
一
諺
�
 

特愛

別主� c
者高

史倖
 
A~主主

の お

整基

仁1 

nv 

総
合
交
通
体
系
調
査
特
別

委
員
会
の
報
告

4
E
E3

部
臨
に
言
き
続
き
、
交
通
惨
系
の
現
状
を
�
 
m沼

地
握
す
る
た
め
、
割
弱
引
組
織

2

・
駐
鱗
揚
の
整
積
、
一
議

ーソが
誤
刻
、
日
打
、
震
度
審
雲
間
盤
、
壬
雪

だ
過
に
つ
い
て
、
執
日
部
か
ら
の
説
務
者
一
蛍
け
ま

し
た
。

ト
コ
一
円
制
度
、
が
、

入
容
れ
る
と
福
祉
タ
ク
シ
�
 制
度
と
競
合
す
る

地
問
が
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
鶴
震
が
科

用
者
仁
蒋
粍
で
あ
る
か
整
理
し
ご
お
く
必
要
が

あ
る
�
 
等
の
懇
兜
が
お
り
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
型
難
合
ヲ
フ
シ
!
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
「
富
山
齢
化
惑
が
議
く
、
豊
明
や
議
設
に

不
憾
な
小
野
・
大
濃
・
溺
鴻
の
一
翠
地
域
で
予

約
詩
の
み
運
巧
し
、
権
数
人
で
繁
り
合
う
こ
と

を
襲
爵
し
て
い
ま
す
。
」
と
の
説
明
に
却
し
、
「
計

器
で
は
、
小
野
地
一
区
法
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で

の
避
行
と
怠
っ
て
い
る
が
、
�
 

賠
一
総
額
ま
で

運
行
で
き
な
い
の
か
�
 と
の
童
謡
に
対
し
‘
諒

商
似
ペ
兵
器
緑
川
〕
間
制
合
す
紘
一
〉
じ
:
ス
怯
誌
め
か

杓
容
は
出
川
引
パ
可
欠
，
事
業
譲
の
意
見
ー
が
あ
り
、

最
寄
問
問
バ
利
耕
ω
訟

で

と

し

い

」

と

の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

の一安口邑己口

の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
交
通
体
系

の
現
状
を
諮
ま

え
、
語
蚕
対
象
の

絞
込
み
を
し
て
い

く
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

J

J

J

i
J
R

M
 

一つv
似
柑
昨日

J

党震� mm

悶-
5特凶器一� 3
1

〈
�
 

4
月
四
日
・
�
 5
月
白
日
開
催
)

町
一
《
間
四
�
 
留
さ
れ
た

開
催
さ
れ
た

F
L

慰
問
町
�
 
L

会
本
張
問
嬰
訟
で
は
、
弔
問
問
矧

議
題
磁
好
富
浦
河
選
議
鰭

J

本
委
員
設
で
は
岩
遅
詔
需

輯
鰯
酒
闘
叫
側
部
様
、
出
沼
週

運
用
間
報
割
、
討
結
討
は
る

闘
の
調
漏
及
び
鋭
部
刊
倒
閣

i

馳
人
〉
が
殻
鐘
さ
れ
ま
し
た
�
 

ば
る
蛍
活
交
通
鶏
湾
議
成
は

制
明
忍
税
出
九
浸
び
部
活
珂
週

.制 

出
盟
留
は
に
つ
い
て
、
説

U

剖
賀
選
罰
樹
制
創
的
出
掛

副
司


百
部
か
ら
現
状
の
説
揚
を
一
�
 
H
X

川
淵
明
説
冗
リ
�
 引
け
刊
調
製

i

銅
製
に
つ
い
て
、
執
行
部
か

ら
説
鴫
荘
一
受
け
ま
し
た
。

け
ま
し
た
。

判
官
訓
認
明
僻
�
 

つ
JU3
U.七
回
、

酌
〈
期
一
線
一
一
支
部
川
初
年
世
月
申
告
別
道
議
会
ま
で
〉

議
ヰ
持
活
臼
に
開
館
さ
れ
た
謹
2
回
委
員
裁
で
は
、
宣
活
交
通
に

倒
覇
輯
訂
�
 引い
U

回
同
溜

1
J
d

(
E

つ
い
の
こ
れ
ま
で
の
設
り
紹
み
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

の
中
で
、
岩
選
封
灘
制
覇
判
明
�
 
額
制
�
 

委
員
名
薄
〈
怨
委
員
長
、

l義
樹
�
 

@
出
田
耕
治
〈
紳
〉

間
割
吋

制
裁
憾
の
ふ
常
盤
憶
を
庶

。
部
中
龍
次
〈
市
民
ク
ラ
ブ
)

海
杉
憲
一
一
(
緯
〉

本
共
箆
兜
〉

久
保
瀦
欝
〈
鰻
所
属
の
会
〉

m

「4
フ
年
壊
は
、
交
通
一
博
系

，
同
縦
雪
崩
珂
岩
瀬
割
判
躍
が

叶
市
と
し
て
、
離

U
d

i

u
g司
村
崎
明
日
制
割

以
ぜ
一
気
村
山
ゴ
パ
週
明
話
事
顕
略1

耕
1Mm

新
制
瑚
淵
間
切
の
討
が
�
 

a
d
:

股

標
本
龍
太
郎
(
致
譲
会
〉

蔽
村
こ
ず
え
〈
鞄
の
会
)

松
村
学
〈
鰐
段
会
)

山
下
町
相
暗
(
公
明
党
)

羽
田
駿
明
(
和
の
会
〉

語
鰯
バ
刈
選
剤
事
護
向

，
匹
出
回
出
額
毘
莞
側
部
じ
�
 

.b

出要望一一一一� 
ちるい

u

ど
と
、
ま

た
、
艶
喜
岡
腕
踏
の
制
劇
場
料
密
室

清
水
港
一
部
二
和
の
会
)

※
特
別
委
員
会
議
数
の
常
任
委
員
会
に
わ
た
る
も
の

や
轄
に
重
要
な
市
政
の
諜
題
つ
い
て
、
翻
麗
研
究
や

欝
蛮
を
す
る
た
め
に
設
議
さ
れ
る
も
の
で
す
。
�
 

u
d
d

む
一
研
一
室
選
琵
瀦
体
制
川
智
揺
喜

型
自
型
岡
崎
側
�
 掛
議
官
信
樹

一
�
 
ゴ
訂
版
出
現
担
。
」

績
の
縦
割
が
あ
ワ
ま
し
た
。

合
後
は
、
護
活
交
通
シ
ス

テ
ム
、
�
 
J
R
駅
の
バ
リ
ア
フ

ソ
i
北
等
仁
つ
い
せ
紘
仔
蔀

の
説
明
を
受
け
る
こ
と
に

芯
つ

て
い

ま
す
。
�
 

-U

と
の
態
見
等
が
あ
り
ま
し
た

が
、
「
続
初
か
ら
生
活
交
通

に
特
化
ず
る
の
で
は
な
く
、

都
市
計
器
滋
絡
や
港
湾
問
保

J

容
ど
龍
馬
市
の
全
て
の
交
通

保
茶
の
現
状
を
知
る
ご
と
か

ら
始
め
る
べ
き
だ
�
 
と
の

提
議
警
部
品
け
、
ま
ず
は
〈
ま
で

の
交
通
部
東
の
現
状
に
つ
い

さ
罷
罷
部
商
か
ら
説
明
を
受

け
る
こ
と
と
怠
ワ
ま
し
た

9
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④ーイ議員政治倫理条例の制定について

-防府市議会基本条例(平成 23年4月� 1日施行)

第� 10章議員の政治倫理、身分及び待遇

(議員の政治倫理)

第� 26条 議員は、市民の代表者として、その倫理性を常に自覚し、品

位を保持し、識見を養うよう努めなければなりません。� 

2 議員の政治倫理の規範については、別に定めます。

圃議員政治倫理条例の検討している主な内容

①政治倫理基準一議員が遵守すべき行為規範

②政治倫理審査会一政治倫理基準に反する行為の疑義の調査をする。

③市民の調査請求権一政治倫理基準違反の疑いについて、市民が調査を

請求するためのもの。

④問責制度一議員が職務関連犯罪で起訴され、なお職にとどまろうとす

るときに、住民が説明会の開催を求め、責任を追及するこ

とができる。� 

6 




議会だより� NO.28 

i

正
榔
総
理
£
関
す
る
議
開
の
制
定
や
ソ
ル
ト
ア
ジ
�
 ナ
お
料

金
改
定
が
挺
現
し
ま
し
た
。

※
政
築
討
議
会
重
聾
な
政
策
や
課
題
に
つ
い
て
、
議
員

が
一
撃
に
会
し
、
意
見
交
摸
す
る
場
と
し
て
、
議
会
基
本

条
部
第
江
川
条
む
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
震
註
、
政
葉

一
部
議
会
で
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
空
き
家
等
の
適

G
M:

日
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
執
持
部
、
商
工
園
部
等
と
器

識
経
進
め
、
申
小
企
諜
議
穣
(
震
本
義
倒
の
制
定
を
自
揺
し
ま
す
。

O@  
高久木上安安
砂保村田村瞭

一
一
部
〈
鮮
〉

政
治
〈
政
援
会
〉

和
夫
(
鵠
鼓
会
〉

一
軍
(
弓
本
共
産
党
〉

溜
爵
(
無
所
震
の
会
)

顕
菩
〈
公
窮
党
)

時
中
憾
次
〈
市
民
ク
ラ
ブ
〉

橋
本
龍
太
郎
〈
政
議
議
〉

山
田
耕
治
〈
鮮
〉

吉
村
弘
之
〈
明
政
金
〉

和
田
敏
明
(
和
の
会
)

は
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
検
討
協
議
会

仰
が
発
足

刊
誌
市
議
会
の
中
小
企
業
援
翼
塁
本
条
一
例
検
討
協
議
会
が
4
月
時

コンサートの」� 内

口
μ
�
 所

者擁

1月� 10 S (金)12:∞より

防府市役所議会棟議場(防府市役所� 4号結うら〉

景山裕子(ヴァイオリン)、松本さくち(ヴァイオリン〉、林綾夫{ヴィオラ〉、;

田中雅弘(チェロ) 山本和彦(コントラパス)

④
ー
ワ
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
検
討
協
議
会
の
報
告

入場無料
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